
　

ぽ
か
ぽ
か
と
し
た
陽
気
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
レ
タ
ス
一
色
だ
っ
た
志
岐
平
野
も

こ
れ
か
ら
徐
々
に
水
田
へ
と
姿
を
変
え
て

い
き
ま
す
。
春
で
す
ね
。

　

さ
て
先
日
、
苓
北
中
学
校
の
卒
業
式
に

お
邪
魔
し
ま
し
た
。
式
に
出
席
さ
れ
て
い

る
保
護
者
の
皆
さ
ん
を
見
て
い
る
と
、
こ

れ
ま
で
の
15
年
間
を
思
い
出
さ
れ
て
い
る

の
か
、
皆
さ
ん
感
慨
深
げ
な
表
情
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
私
の
息
子
は
４
歳
と
２

歳
。
私
に
も
い
つ
か
、
こ
の
日
の
保
護
者

の
皆
さ
ん
の
気
持
ち
が
分
か
る
日
が
来
る

の
で
し
ょ
う
ね
。

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

【
Ｙ
・
Ｍ
】

URL http://www.reihoku-kumamoto.jp/
E-mail  REIHOKU＠town.reihoku.lg.jp

町 の 動 き

表
紙「
卒
業
」の
イ
ラ
ス
ト
は

　
　
　
　
　
　

山
下
真
由
美
さ
ん
の
作
品
で
す
。
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携帯でホームページが見られます。

編
集
後
記
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【今月の主な内容】

・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２～５ほか

震災から３年
東日本大震災に学び地震・津波および
異常気象による災害に備える

震災から３年
東日本大震災に学び地震・津波および
異常気象による災害に備える・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２～５

【今月の主な内容】

ほか

新たな希望を胸に
　　今、巣立ちの時
新たな希望を胸に
　　今、巣立ちの時
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（平成26年2月末日現在）  世帯数 3,238戸（－5）男 3,725人（－16）女 4,259人（+6）計 7,984人（－10）

都呂々に響く祭りばやし　
五穀豊穣を祈願 都呂々神社春季大祭

町の風景

　都呂々地区では３月１６日、五穀豊穣、無病息災を願
う都呂々神社春季大祭がとり行われました。
　お祭り当日は穏やかな春の陽気に恵まれ、塩振りを先
頭に子どもたちによる鉄砲や弓矢、鳥毛やみこしなどの
神幸行列が笛や太鼓の祭りばやしとともに地区内を練り
歩きました。また、御旅所では太鼓踊りや獅子舞の奉納
が行われ、詰めかけた観衆から温かい拍手が送られてい
ました。

ＫｉｚｕｎａⅡが富岡港へ入港
　４月１日から富岡港と茂木港を45分で結ぶ新
高速船「ＫｉｚｕｎａⅡ」が３月10日、富岡港に入港
しました。
　長崎へご用の際は、ぜひご利用ください。
■問い合わせ先
　苓北観光汽船㈱
　☎３５－０７０５

①

④

③

②

①神社を出る神幸行列　　　　　　　　　 ②獅子舞太鼓踊り
③男衆に担がれて都呂々漁港に入るみこし　④笑顔いっぱいの子どもたち



苓
北
町
を
襲
う
地
震
・
津
波

苓
北
町
の
防
災
・
減
災
対
策

２
ｍ
で
家
が
倒
壊

お
そ
ろ
し
い
津
波
の
破
壊
力

異
常
気
象
に
要
注
意

不
安
を
感
じ
た
ら
早
め
の
避
難

被
災
者
の
住
宅
を
確
保

不
足
す
る
仮
設
住
宅

仮
設
住
宅
用
地
と
住
宅
の

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

「
あ
っ
、
地
震
だ
」

身
の
安
全
を
確
保
し
す
ぐ
避
難
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平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
北
地
方
を
中
心
に
未
曾
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
た
東

日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
震
災
か
ら
３
年
、
被
災
地
で
は
暮
ら
し
を
取
り

戻
す
た
め
の
懸
命
な
復
興
作
業
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今
な
お
多
く
の
被
災

者
が
仮
設
住
宅
で
困
難
な
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
今
は

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
の
九
州
北
部
豪
雨
で

は
、
熊
本
県
で
も
河
川
の
氾
濫
や
土
砂
災
害
な
ど
に
よ
る
甚
大
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

自
然
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
苓
北
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災

で
学
ん
だ
教
訓
を
踏
ま
え
、
地
震
・
津
波
お
よ
び
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
に
備
え

ま
す
。

 

苓
北
町
に
は
大
き
な
活
断
層
は
な
い
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
付
近
に
は
布
田
川
・
日

奈
久
断
層
帯
、
雲
仙
断
層
群
な
ど
が
あ
り
、

地
震
・
津
波
の
発
生
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ま

た
最
近
、
東
日
本
大
震
災
と
同
じ
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
９
ク
ラ
ス
の
規
模
に
達
す
る
と
さ
れ

て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
の
発
生
が
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、
苓

北
町
に
お
い
て
は
最
大
震
度
５
弱
の
揺
れ
と

約
３
・１
ｍ
（
満
潮
時
約
５
ｍ
）
の
津
波
が

襲
う
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
は
30
年
以
内
に
70

％
以
上
の
確
率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
な

の
で
す
。

　

津
波
は
お
そ
ろ
し
い
力
で
人
や
家
を
の
み

込
み
、
陸
地
に
押
し
寄
せ
る
波
だ
け
で
な

く
、
海
へ
と
引
き
返
す
波
も
強
力
で
、
何
度

も
繰
り
返
し
押
し
寄
せ
ま
す
。

　

津
波
は
、
20
㎝
か
ら
30
㎝
の
高
さ
で
人
が

流
さ
れ
、
50
㎝
で
車
も
流
さ
れ
ま
す
。
１
ｍ

に
な
る
と
、
人
命
に
確
実
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
ま
た
、
２
ｍ
に
な
る
と
家
が
倒
壊
す
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
津
波
へ
の
注

意
が
必
要
で
す
。
津
波
か
ら
身
を
守
る
た
め

に
は
、
高
い
場
所
に
逃
げ
る
以
外
に
方
法
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

強
い
地
震
（
震
度
４
程
度
以
上
）
や
長
い

時
間
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
海
岸
付
近
に
住

ん
で
い
る
人
や
海
岸
に
い
る
人
は
す
ぐ
に
そ

の
場
を
離
れ
、
近
く
の
高
い
場
所
（
高
台
や

高
い
建
物
）
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
揺

れ
を
感
じ
な
い
場
合
で
も
、
津
波
警
報
が
発

表
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

近
年
、
異
常
気
象
に
よ
る
集
中
豪
雨
や
台

風
が
頻
発
し
、
洪
水
や
土
砂
災
害
な
ど
各
地

で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
大

雨
に
よ
る
浸
水
や
が
け
崩
れ
の
恐
れ
の
あ
る

場
所
に
お
住
ま
い
で
、
災
害
へ
の
不
安
を
感

じ
た
ら
早
め
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
避
難
場
所
（
５
ペ
ー
ジ
掲
載
）
を

設
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
内
70
カ
所
に

海
抜
・
避
難
地
表
示
を
し
て
い
ま
す
の
で
参

考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
で
想
定
さ
れ
る
津

波
が
発
生
す
る
と
、
苓
北
町
で
は
９
０
０
戸

余
り
の
沿
岸
部
低
地
の
家
屋
が
浸
水
・
倒
壊

の
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
震
・
津
波
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
住
宅
な
ど
の
耐
震
化
や
地
震
発
生
直

後
の
早
期
避
難
が
重
要
で
す
。
つ
ま
り
、
事

前
の
防
災
対
策
を
講
じ
れ
ば
被
害
を
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
日
来
る
か

も
し
れ
な
い
地
震
に
備
え
、
早
急
に
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

苓
北
町
で
は
、
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に

町
内
３
カ
所
（
紺
屋
町
地
区
、
明
神
山
地

区
、
富
岡
高
見
地
区
）
に
津
波
避
難
所
を
整

備
し
、
70
カ
所
に
海
抜
・
避
難
地
の
表
示
を

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
町
内
４
地
区
へ
の
備

蓄
倉
庫
の
設
置
を
は
じ
め
、
大
規
模
な
災
害

を
想
定
し
た
広
域
避
難
地
や
そ
れ
に
接
続
す

る
避
難
路
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
災
害
に
よ
り
家
に
住
め
な
く
な
っ
た

人
に
必
要
な
仮
設
住
宅
を
建
設
す
る
用
地
を

整
備
し
て
い
ま
す
。

　

苓
北
町
で
は
、
坂
瀬
川
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

や
旧
木
場
小
学
校
跡
地
に
約
２
４
０
戸
、
上

津
深
江
に
整
備
中
の
広
域
避
難
地
に
約
80
戸

の
仮
設
住
宅
が
建
設
可
能
で
す
が
、
南
海
ト

ラ
フ
巨
大
地
震
で
９
０
０
戸
余
り
の
家
屋
が

浸
水
・
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
る

中
、
ま
だ
６
０
０
戸
余
り
が
不
足
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
27
年
度
に
か

け
て
「
麟
泉
の
湯
」
横
に
拠
点
避
難
地
（
仮

設
住
宅
用
地
）
と
な
る
防
災
公
園
を
整
備
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
ま
だ

３
０
０
戸
余
り
が
不
足
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
町
で
は
、
避
難
地
や
仮
設
住

宅
建
設
に
適
し
た
用
地
を
探
し
て
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

苓
北
町
で
は
、
仮
設
住
宅
用
地
と
仮
設
住

宅
の
代
わ
り
に
な
る
家
を
提
供
し
て
い
た
だ

け
る
人
を
探
し
て
い
ま
す
。
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先

　

総
務
課　

担
当
／
尾
脇

　

☎
○内
２
０
８　

○町
35
―
１
１
１
1

消
防
局
職
員
と
消
防
団
員
に
よ
る
行
方
不
明
者
の
捜
索
活
動
。
津
波
で
破
壊
さ
れ
た
家
屋
な
ど
の

ガ
レ
キ
が
散
乱
し
て
い
る
（
写
真
提
供
：
仙
台
市　

平
成
23
年
３
月
20
日
撮
影
）

震
災
か
ら
３
年

東
日
本
大
震
災
に
学
び
地
震
・
津
波
お
よ
び

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
に
備
え
る

整備中の広域避難地（上津深江下向区）
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　災害が起こったら、まずは自分の身の安全を確保し
てすぐ逃げることが重要です。そのため、日頃から家
族だけでなくご近所とも連絡を取り合い、いざという
ときのために協力体制をつくっておくこと、さらに自
主防災組織をつくり、組織が中心となって防災訓練を
計画・実施するなど、常日頃から地域全体で防災意識
を高めておくことが何より重要です。
　いざというとき、自分の命を守るため、そして自分
たちの住む地域を守るため、同じ地域に住む住民同士
が協力し合う“自主防災組織”の結成にご協力くださ
い。

　自主防災組織は、地域の住民が組織結成に合意し、
規約、組織、活動内容を定めることで成立します。組
織設立の具体的な方法は役場にお問い合わせくださ
い。
　また、防災訓練などを行うには、町や消防機関との
連携が必要ですので、役場や消防署にお知らせくださ
い。

■問い合わせ先
　総務課　担当／尾脇
　☎○内２０８　○町３５－１１１１

　苓北町では現在、自治会など地域活動の組織を生か
して27組織（29行政区）が結成されています。各組織
では、初期消火や避難訓練、炊き出し訓練などが行わ
れ、防災活動に必要な資機材などは、町が貸与してい
ます。
　また、訓練とともに災害危険箇所の把握や点検、災
害弱者の把握や対応を地域の実情に合わせて取り組ま
れています。
　まだ結成されていない地域におかれましては、自主
防災組織の結成にご協力ください。

■自主防災組織の結成状況（3月13日現在、順不同）
【坂瀬川　７組織】
　　西川内区防災会　　　和田区防災会
　　浦区防災会　　　　　中区防災会
　　小路区防災会　　　　川向区自主防災会　　
　　鶴区防災会
【志岐　９組織】
　　城下区防災会　　　　中通区防災会
　　馬場区防災会　　　　明神山区防災会　　　　
　　紺屋町区防災会　　　白木尾自治防災会
　　年柄区防災会　　　　下向区防災会
　　的場区防災会
【富岡　６組織】
　　尾越区防災会　　　　一丁目区防災会
　　二丁目区防災会　　　三丁目区防災会
　　四丁目区防災会　　　五丁目区防災会
【都呂々　５組織】
　　浜区防災会　　　　　古里区防災会
　　上区自主防災会　　　本郷区防災会
　　木場地区防災会（松野区、中村区、涼松区）

災害時の苓北町の避難場所災害時の苓北町の避難場所
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避難施設・場所
１次 ２次
津　波 海抜

（m）

洪　
　

水

土
砂
災
害

高
潮
災
害

地　
　

震

避難施設・場所
１次 ２次

津　波 海抜
（m）

洪　
　

水

土
砂
災
害

高
潮
災
害

地　
　

震

避難施設・場所
１次 ２次
津　波 海抜

（m）

洪　
　

水

土
砂
災
害

高
潮
災
害

地　
　

震

坂瀬川地区

西川内神社 

坂瀬川集会所 

坂瀬川公民館 

坂瀬川小体育館 

坂瀬川中体育館 

大師山 

坂瀬川総合グラウンド

○ ○ ○ ○

○

○

○

○

6

35

13

12

上津深江地区 

上津深江集会所 

天神山 

西日本プラント苓北寮

上津深江神社付近高台

避難施設・場所
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土
砂
災
害

高
潮
災
害

地　
　

震

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

7

3

3

129

143

26

22

20

都呂々地区

都呂々公民館 

都呂々小体育館 

都呂々中体育館 

木場集会所 

木場地区交流施設 

都呂々神社 

立見台地 

浜団地 

避難施設・場所
１次 ２次

津　波 海抜
（m）

洪　
　

水

土
砂
災
害

高
潮
災
害

地　
　

震

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

4

7

13

8

69

13

28

12

40

17

12

富 岡 地 区

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

12

9

14

26

39

2

49

12

18

25

12

12

志 岐 地 区

　町では、自然災害発生時の避難場所を設定しています。自然災害の種類によっては避難
場所が違いますので、災害の種類に応じて○の付いた避難場所へ避難してください。
※波線は自主避難場所です（自主避難をする際は事前に役場までご連絡ください）。
※その他必要に応じて各地区公民館および体育館を避難所に指定します。

役場 

志岐小体育館 

町民総合センター 

総合武道館 

温泉センター 

苓北中体育館 

志岐城跡 

農構センター 

国照寺 

円通寺

紺屋町地区避難地

明神山地区避難所

富岡公民館

富岡小体育館

苓洋高校

瑞林寺 

富岡城

尾越公民館 

春の迫公民館

鎮道寺

権現山

富岡温泉ホテル跡

富岡地区避難地

自主防災組織をつくるには？自主防災組織をつくるには？ 苓北町の自主防災組織苓北町の自主防災組織

いざというとき、頼れる存在

中区防災会と小路区防災会の訓練

的場区防災会の訓練

自主防災組織の結成に
　　　　　  ご協力を！
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・結婚適齢期の子がいるがなかなか縁がない！
・うちの子は結婚する気持ちがあるのか心配…。

　今は、昔のようなお見合いが少なくなり、男女の出
会いの機会も減っています。結婚を本人まかせにして
いたらいつになるか分からない時代です。
　そこで、同じ悩みを持つ親が集まり「親の会」でネ
ットワーク作りや情報交換をしませんか？
　結婚事情を理解し、「どうしたら子どもが結婚でき
るか？」「親ができることは何か？」を一緒に考えて
みませんか。
　「親の会」では、定期的に結婚などに関する情報を
お届けし、講習会（親塾）や情報交換会なども開催し
ていく予定です。
　身近に未婚の対象者がおり、いずれ結婚してほしい
と思っている人はサンクス事務局または、地区の結婚
相談員にご連絡ください。

【問い合わせ先】
　サンクス事務局（企画政策課）　田﨑 ・ 西
　☎○内２１２　○町３９－０００４
　専用携帯番号
　０８０－８５５１－７６８３

　

県
で
は
、
求
職
者
一
人
ひ
と
り
に
対
応
し

た
き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ（
予
約
優
先
）

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
、
今
後
の
就

職
活
動
の
進
め
方
に
つ
い
て
助
言
し
ま
す
。

（
日
時
）

　

・
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分

　

・
土
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

☎
０
９
６
―
３
５
２
―
０
８
９
５

■
生
活
相
談

　

保
育
、
健
康
保
険
、
年
金
な
ど
の
生
活
に

関
す
る
相
談
・
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
。

（
日
時
）

　

・
月
曜
日
・
木
曜
日

　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

☎
０
９
６
―
３
５
１
―
０
５
０
０

■
労
働
相
談

　

専
門
の
相
談
員
が
解
雇
、
労
働
条
件
、
賃

金
な
ど
に
つ
い
て
助
言
を
行
い
ま
す
。

（
日
時
）

　

・
月
曜
日
〜
金
曜
日

　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
30
分

　

・
土
曜
日

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

　

☎
０
９
６
―
３
５
２
―
３
６
１
３

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６
―
３
５
１
―
０
５
０
０

「親の会」
　　会員募集！

こんな悩みはありませんか？　

同じ悩みを持つ親同士、一緒に考えませんか？

う
ち
の
息
子
も

独
身
ば
っ
て
ん…

　　　【結婚相談員】
宮﨑　宗晴　坂瀬川（和田） 
　　　　　　  ㈱サンクリーンドリーム 
高戸　淳司　志　岐（馬場） 
　　　　　　  ヘアーサロンタカド
湛　　　保　富　岡（元袋）
　　　　　　  ㈲天草ドアサービス
光田千津穂　都呂々（ 浜 ）
　　　　　　  ＪＡれいほく  

熊
本
県
労
働
雇
用
課

　

県
内
に
住
所
が
あ
る
75
歳
以
上
の
人
（
65

〜
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
が
あ
り
、
認
定
を

受
け
た
人
を
含
む
）
は
、
「
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
」
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
保
険
料
は
、
対
象
と
な
る
被
保
険
者
全

員
が
納
め
ま
す
。

　

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
で

は
、
２
年
ご
と
に
保
険
料
率
の
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

 

平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率
は
、
次
の

と
お
り
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

所
得
が
低
い
人
や
被
用
者
保
険
加
入
者

（
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組
合
、
共
済
組
合
な

ど
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
人
の
保
険
料
は
、

継
続
し
て
軽
減
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
下
記

表
１
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は
、
年
金
か
ら

差
し
引
き
す
る
「
特
別
徴
収
」
か
、
納
付
書

ま
た
は
口
座
振
替
の
「
普
通
徴
収
」
に
よ
り

納
め
ま
す
。

特
別
徴
収
の
人

　

４
月
か
ら
年
金
差
し
引
き
に
よ
り
保
険
料

を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

普
通
徴
収
の
人

　

７
月
か
ら
納
付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
受
給
額
が

18
万
円
未
満
の
人
を
除
く
）
で
、
平
成
25
年

４
月
２
日
以
降
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら

れ
た
人
は
、
平
成
26
年
度
途
中
か
ら
特
別
徴

収
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
下
記
の
表
２
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
特
別
徴
収
に

よ
り
納
め
て
い
る
人
は
、
申
し
出
に
よ
り
、

保
険
料
を
口
座
振
替
で
の
納
付
へ
変
更
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
所
得
が
変
更
と
な

る
場
合
、
過
去
の
保
険
料
や
一
部
負
担
金
の

額
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
、
差
額
分

の
納
付
書
が
届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
永
野　

　

☎
○内
１
４
２　

○町
39
―
０
０
０
２

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

平
成
26
・
27
年
度
の
保
険
料
率
が
決
定

２
年
ご
と
に
見
直
す
保
険
料

平
成
26
年
度
は
保
険
料
軽
減

対
象
者
が
拡
大
し
ま
す

●決定した保険料率
　均等割額　47,900円
　（被保険者全員が等しく負担する保険料）
　所得割率　9.26％
　（所得に応じて負担する保険料）
　※平成２４・２５年度保険料と同一となりました。
●保険料の計算式
　保険料額（年額）＝均等割額　47,900円＋
　所得割額｛（総所得金額など－33万円）×9.26%｝
　※保険料の上限額が年額55万円から「57万円」へ
　　変更となりました。

保
険
料
の
納
め
方
は
２
つ

特
別
徴
収
か
ら
口
座
振
替
へ

変
更
可
能

所
得
の
変
更
で
保
険
料
な
ど
が
変
更

■保険料の軽減（表１）
●均等割額の軽減 

●所得割額の軽減 

●被用者保険加入者に扶養されていた人

■誕生日で違う特別徴収の開始月（表２） 

75歳の誕生日 普通徴収の月 特別徴収
の開始月

平成２６年
４月から

平成２６年
６月から

平成２６年
８月から

平成２６年
１０月から

普通徴収は
ありません

普通徴収は
ありません

平成２６年
７月

平成２６年
７・８・９月

平成２６年２月２日から
平成２６年３月31日までの人 

平成２５年12月２日から
平成２６年２月１日までの人

平成２５年10月２日から
平成２５年12月１日までの人

平成２５年４月２日から
平成２５年10月１日までの人

世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額など

＊総所得金額等の計算には、専従者控除、譲渡所得の特別控除は
　適用されません。

軽減割合

９割

８.５割

５割

２割33万円＋「45万円×世帯の被保険者数」
以下の世帯（軽減拡大）

33万円＋「24.5万円×世帯の被保険者数」
以下の世帯（軽減拡大）

33万円以下の世帯

33万円以下の世帯で、被保険者全員の年金
収入が80万円以下、所得がない世帯

被保険者の総所得金額など 軽減割合

５割33万円＋58万円以下の人

　特別措置として当分の間は、保険料の均等割額が９割軽
減され、所得割額はかかりません。
■対象者　資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に
　　　　　扶養されていた人
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昨
今
の
少
子
化
お
よ
び
出
生
数
の
減
少
傾

向
の
中
、
苓
北
町
で
も
学
校
規
模
の
小
規
模

化
、
過
小
規
模
化
が
著
し
く
、
平
成
27
年
４

月
１
日
か
ら
は
、
町
内
３
中
学
校
を
廃
止

し
、
新
た
に
１
つ
の
統
合
中
学
校
を
新
設
開

校
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
３
つ
の
中
学
校
で
は
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
卒
業
生
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
相
集

い
、
閉
校
事
業
の
実
施
に
向
け
た
実
行
委
員

会
を
設
立
し
ま
し
た
。
各
実
行
委
員
会
で

は
、
各
校
の
伝
統
や
業
績
を
顕
彰
し
、
あ
わ

せ
て
３
校
の
生
徒
た
ち
が
新
し
い
学
校
環
境

の
中
で
、
ふ
る
さ
と
苓
北
を
愛
し
、
未
来
へ

大
き
く
飛
躍
す
る
こ
と
を
願
っ
て
事
業
を
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
、
各
実
行
委
員
会

か
ら
同
窓
会
や
地
域
活
動
を
通
じ
て
、
卒
業

生
や
地
域
の
皆
さ
ん
に
閉
校
事
業
へ
の
協
力

依
頼
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
閉
校
事
業
が
円
滑
に
運
営
さ
れ

ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
閉
校
式
の
期
日

　

平
成
27
年
１
月
25
日（
日
）

　
　
　
　
　

２
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　

３
月
15
日（
日
）

　

※
各
校
の
実
施
日
は
現
在
調
整
中
で
す
。

■
事
業
内
容

　

概
ね
次
の
と
お
り
で
す
。

（
１
）
閉
校
記
念
式
典
の
開
催

（
２
）
閉
校
記
念
碑
の
建
立

（
３
）
閉
校
記
念
誌
の
発
行

■
協
力
依
頼
の
内
容

・
卒
業
生
名
簿
の
作
成
、
閉
校
記
念
事
業
の

開
催
案
内
の
送
付

・
事
業
運
営
、
記
念
誌
発
行
の
た
め
の
寄
付

金
募
集

　

事
業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
中
学
校
閉

校
事
業
実
行
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

【
特
別
障
害
者
手
当
】

  

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
著
し
く
重
度

の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
常
に
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
以
上
の
重
度
障

が
い
者
に
対
し
、
手
当
を
支
給
し
ま
す
（
所

得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　

た
だ
し
、
障
害
者
総
合
支
援
法
な
ど
に
定

め
る
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、
病
院
ま
た

は
診
療
所
に
３
カ
月
を
超
え
て
入
院
し
て
い

る
人
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
手
当
額
（
平
成
26
年
４
月
分
か
ら
）

  

月
額　

２
６
，０
０
０
円

※
手
当
は
２
月
、
５
月
、
８
月
、
11
月
に
そ

れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
３
カ
月
分
を
支
給
し

ま
す
。

※
障
が
い
の
状
態
は
、
原
則
と
し
て
専
用
の

診
断
書
に
よ
り
審
査
し
ま
す
。

    【
障
害
児
福
祉
手
当
】

　

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
著
し
く
重
度

の
障
が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
常
に
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
20
歳
未
満
の
重
度
障

が
い
者
に
対
し
、
手
当
を
支
給
し
ま
す
（
所

得
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
）。　

　

た
だ
し
、
障
害
者
総
合
支
援
法
な
ど
に
定

め
る
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
、
障
が
い
を

支
給
事
由
と
す
る
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

■
手
当
額
（
平
成
26
年
４
月
分
か
ら
）

　

月
額　

１
４
，１
４
０
円

※
手
当
は
２
月
、
５
月
、
８
月
、
11
月
の
そ

れ
ぞ
れ
前
月
ま
で
の
３
カ
月
分
を
支
給
し

ま
す
。

※
障
が
い
の
状
態
は
、
原
則
と
し
て
専
用
の

診
断
書
に
よ
り
審
査
し
ま
す
。

    【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

　

身
体
ま
た
は
知
的
・
精
神
に
中
度
以
上
の

障
が
い
の
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
父
か
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
対
し
手
当

を
支
給
し
ま
す
（
所
得
に
よ
る
支
給
制
限
が

あ
り
ま
す
）。

■
手
当
額
（
平
成
26
年
４
月
分
か
ら
）

  

１
級
…
１
人
に
つ
き

    　

月
額　

４
９
，９
０
０
円

  

２
級
…
１
人
に
つ
き

    　

月
額　

３
３
，２
３
０
円

※
手
当
は
４
月
、
８
月
、
11
月
の
そ
れ
ぞ
れ

前
月
ま
で
の
４
カ
月
分
を
支
給
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
稲
尾

　

☎
○内
１
０
８　

○町
39
―
０
０
０
２

　

平
成
６
年
に
唐
津
市
と
友
好
姉
妹
都
市
締

結
を
行
い
、
今
年
は
20
周
年
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
、
唐
津
市
に
お
い
て
交
流

事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

唐
津
市
の
オ
ル
レ
認
定
コ
ー
ス
（
約
11

㎞
）
を
歩
き
な
が
ら
、
唐
津
市
の
皆
さ
ん
と

交
流
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

■
期　

日　

５
月
24
日（
土
）〜
25
日（
日
）

■
場　

所　

唐
津
市

■
負
担
金

　

１
万
円
程
度
（
船
・
バ
ス
代
、
昼
食
代
、

　

宿
泊
料
、
保
険
料
な
ど
を
含
み
ま
す
）

■
定　

員　

20
人
程
度

■
応
募
条
件　

町
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

　

で
、
運
動
が
で
き
る
健
康
な
人
。

■
応
募
方
法　

企
画
政
策
課
、
各
出
張
所
に

備
え
付
け
の
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
・
押
印
の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行

い
、
結
果
は
当
選
者
の
み
に
通
知
し
ま
す
。

■
受
付
期
間　

４
月
１
日（
火
）〜
11
日（
金
）

■
そ
の
他　

詳
細
な
日
程
や
負
担
金
の
納
入

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
参
加
者

宛
に
通
知
し
ま
す
。
な
お
、
申
し
込
み
に

係
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
本
事
業
以

外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

担
当
／
田
﨑

　

☎
○内
２
１
２　

○町
39
―
０
０
０
４

　平成26年度の長崎苓北会総会および懇親会が開催されます。
　苓北町出身のご家族やご親戚、お友だちで長崎に住んでいる人がいらっしゃいましたら、ぜひお知らせ
ください。
　また、長崎苓北会を同窓会の場としてご活用されてはいかがですか。

■日時
　４月１９日（土）
　午前１１時３０分開会
　（午前１０時受付）
■場所
　ホテルニュータンダ
　長崎市常盤町２―２４
　☎０９５―８２７―６１２１
■会費
　男性　５，０００円
　女性　４，０００円
■問い合わせ先
　長崎苓北会事務局（㈲柴田運送内）
　柴田重義　
　☎０９５―８２４―５７０７
　携帯０９０―３１９４―５５１５

町
内
中
学
校
の
閉
校
事
業
に

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

教
育
委
員
会

唐
津
市
と
の
友
好
姉
妹
都
市
締
結

　

20
周
年
記
念
交
流
事
業
参
加
者
募
集
企
画
政
策
課

長崎に住む苓北町出身者の皆さんへ
　　　　　開催されます　長崎苓北会総会・懇親会 ご

存
じ
で
す
か
？

　
　
　

各
種
障
が
い
者
手
当

福
祉
保
健
課

■問い合わせ先
　・坂瀬川中学校閉校事業実行委員会
　　☎３７－０４０１
　　電子メール　　sakasegawa-jhtr@reihoku-t.kumamoto-sgn.jp
　　ＦＢアドレス　https://www.facebook.com/sakasegawajh
　・苓北中学校閉校事業実行委員会
　　☎３５－００３５
　　電子メール　　reihoku-jhtr@reihoku-t.kumamoto-sgn.jp
　・都呂々中学校閉校事業実行委員会
　　☎３６－０１４０
　　電子メール　　tororo-jhtr@reihoku-t.kumamoto-sgn.jp

【日程】
（１日目）
富岡港集合・出発（7:00） ～ 茂木港 
～ 唐津市（昼食、オルレコースウォ－キング） 
～ 唐津ロイヤルホテル着（夕食・宿泊）
（２日目）
ホテル出発 ～ 唐津市内散策・昼食 
～ 茂木港～ 富岡港解散（16:15）
※１日目は運動のできる服装で参加して
　ください。

唐津城（唐津蕃初代藩主寺沢志摩守広高が築城）

じゃんけんゲームで盛り上がった昨年の長崎苓北会
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志
岐
に
「
ト
ル
レ
ス
神
父
記
念
広
場
」
開
設

　

今
月
は
、
こ
れ
を
記
念
し
た
内
容
に
し
ま

し
た
。

イ
エ
ズ
ス
会

 

１
５
３
４
年
に
設
立
さ
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク

教
会
の
男
子
修
道
会
で
す
。
ザ
ビ
エ
ル
神
父

は
、
設
立
メ
ン
バ
ー
の
１
人
で
す
。
ポ
ル
ト

ガ
ル
王
室
の
保
護
を
受
け
て
、
世
界
各
地
で

布
教
活
動
を
行
い
、
優
秀
な
宣
教
師
を
積
極

的
に
派
遣
し
ま
し
た
。
会
員
は
、
ロ
ー
マ
教

皇
に
忠
誠
を
誓
い
、
国
境
を
越
え
て
活
躍
し

ま
し
た
。
日
本
で
も
、
盛
ん
に
活
動
し
ま
し

た
が
、
江
戸
幕
府
が
「
キ
リ
ス
ト
教
禁
止

令
」
を
出
し
た
こ
と
で
、
17
世
紀
半
ば
に
、

一
旦
、
活
動
を
終
え
ま
し
た
。

ト
ル
レ
ス
神
父
と
、
そ
の
偉
業

　

１
４
９
７
年
に
ス
ペ
イ
ン
で
生
ま
れ
ま
し

た
。
司
祭
と
な
っ
て
国
を
離
れ
、
東
南
ア
ジ

ア
の
島
で
、
ザ
ビ
エ
ル
神
父
に
出
会
い
、
心

を
ひ
か
れ
ま
し
た
。
共
に
、
イ
ン
ド
西
海
岸

の
ゴ
ア
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
で
、
会
の
ア
ジ
ア

に
お
け
る
重
要
な
根
拠
地
）
に
渡
り
、
入
会

し
ま
し
た
。

　

天
文
18
年
（
１
５
４
９
年
）
８
月
15
日

に
、
日
本
布
教
長
に
な
っ
た
ザ
ビ
エ
ル
神
父

と
共
に
、
薩
摩
に
上
陸
し
て
、
我
が
国
に
初

め
て
キ
リ
ス
ト
教
を
伝
え
ま
し
た
。
翌
年
、

一
行
は
、
天
皇
や
将
軍
か
ら
宣
教
活
動
の
許

可
を
得
る
た
め
、
京
都
を
目
指
し
ま
し
た

が
、
途
中
で
分
か
れ
て
肥
前
の
平
戸
に
残

り
、
領
主
・
松
浦
隆
信
の
庇
護
を
受
け
ま
し

た
。　

　

天
文
20
年
（
１
５
５
１
年
）
11
月
に
、
ザ

ビ
エ
ル
神
父
が
日
本
を
離
れ
る
と
、
二
代
目

の
日
本
布
教
長
に
な
り
、
そ
の
後
、
20
年
近

く
布
教
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。
ザ
ビ
エ
ル

神
父
の
精
神
を
受
け
継
ぎ
、
日
本
人
の
資
質

を
高
く
評
価
し
て
、
宣
教
師
た
ち
に
は
、
日

本
文
化
に
根
ざ
し
た
生
活
ス
タ
イ
ル
を
求
め

ま
し
た
。
こ
れ
を
「
適
応
主
義
」
と
呼
び
ま

す
。
日
本
人
と
同
じ
食
べ
物
で
、
着
物
姿
で

過
し
、
同
じ
所
で
眠
る
こ
と
を
理
想
と
し
ま

し
た
。
神
父
自
身
の
生
活
の
一
端
が
伺
え
る

逸
話
が
あ
り
ま
す
。
バ
ラ
レ
ッ
ジ
ョ
神
父

が
、
南
蛮
船
で
志
岐
に
や
っ
て
来
た
時
の
こ

と
で
す
。
中
食
に
招
待
し
ま
し
た
が
、
メ
ニ

ュ
ー
は
、
「
甚
だ
黒
き
米
少
々
と
、
塩
辛
き

魚
少
々
、
そ
れ
に
味
噌
汁
少
量
」
で
し
た
。

　

後
続
の
宣
教
師
の
育
成
に
も
、
力
を
注
ぎ

ま
し
た
。
日
本
人
の
協
力
者
を
養
成
し
て
、

信
徒
の
世
話
も
行
い
ま
し
た
。
念
願
で
あ
っ

た
京
都
布
教
に
も
着
手
し
、
ガ
ス
パ
ル
神
父

な
ど
を
派
遣
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
活
動
は

実
を
結
び
、
山
口
や
九
州
各
地
で
キ
リ
ス
ト

教
が
広
が
り
始
め
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

永
禄
年
間
（
１
５
６
０
年
代
）
に
入
る

と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
と
の
貿
易
に

よ
る
利
益
に
注
目
し
て
、
洗
礼
を
受
け
る
大

名
や
領
主
が
出
て
き
ま
し
た
。
永
禄
６
年

（
１
５
６
３
年
）
に
は
、
肥
前
の
大
村
純
忠

に
洗
礼
を
授
け
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況

に
な
る
と
、
臣
下
の
者
や
領
民
の
改
宗
が
大

幅
に
進
み
、
各
地
で
、
教
会
堂
・
病
院
・
神

学
校
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
修
道
士
が
不
足

す
る
と
、
日
本
人
の
平
信
徒
に
権
限
を
与
え

ま
し
た
。
布
教
活
動
と
不
可
欠
の
関
係
に
あ

っ
た
南
蛮
貿
易
の
拠
点
と
し
て
、
長
崎
港
の

開
港
に
も
尽
力
し
ま
し
た
。　

　

戦
国
時
代
の
戦
乱
は
、
布
教
活
動
に
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
し
た
が
、
織
田
信
長

に
よ
っ
て
政
治
的
な
安
定
が
も
た
ら
さ
れ
る

と
、
畿
内
で
の
活
動
が
軌
道
に
乗
り
ま
し

た
。
一
方
、
政
情
が
不
安
な
九
州
で
は
、
安

定
し
た
活
動
が
行
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

で
も
日
本
布
教
長
と
し
て
、
各
地
で
活
動
を

続
け
ま
し
た
が
、
さ
す
が
に
、
疲
労
の
度
合

が
濃
く
な
り
、
晩
年
は
、
志
岐
の
地
で
過
ご

し
て
、
元
亀
元
年
（
１
５
７
０
年
）
10
月
、

73
歳
の
生
涯
を
終
え
ま
し
た
。
ザ
ビ
エ
ル
神

父
の
夢
を
実
現
さ
せ
た
の
が
、
ト
ル
レ
ス
神

父
で
し
た
。

天
草
に
キ
リ
ス
ト
教
が
伝
わ
る

　

永
禄
９
年
（
１
５
６
６
年
）
に
、
志
岐
鎮

経
（
志
岐
城
主
）
が
、
日
本
布
教
長
で
あ
っ

た
ト
ル
レ
ス
神
父
に
依
頼
し
た
の
が
始
ま
り

で
す
。
ア
ル
メ
イ
ダ
修
道
士
が
、
志
岐
に
派

遣
さ
れ
ま
し
た
。
鎮
経
も
洗
礼
を
受
け
て
、

ド
ン
・
ジ
ョ
ア
ン
と
称
し
ま
し
た
。
永
禄
11

年
（
１
５
６
８
年
）
に
は
、
ト
ル
レ
ス
神
父

が
志
岐
の
地
を
踏
み
、
鎮
経
を
は
じ
め
と
し

て
、
信
徒
た
ち
か
ら
大
歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

童
男
童
女
の
聖
歌
隊
が
、
一
行
を
海
岸
か
ら

教
会
堂
へ
導
き
、
説
教
を
聞
き
ま
し
た
。
こ

う
し
て
キ
リ
ス
ト
教
は
、
志
岐
を
中
心
に
、

天
草
全
土
へ
広
が
り
、
天
草
は
、
キ
リ
シ
タ

ン
の
島
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

同
年
７
月
に
は
、
ト
ル
レ
ス
神
父
を
中
心

に
し
て
、
志
岐
で
「
第
１
回
宗
教
会
議
」
が

開
か
れ
ま
し
た
。
九
州
各
地
の
宣
教
師
を
召

集
し
た
会
議
で
し
た
。
続
い
て
、
元
亀
元
年

（
１
５
７
０
年
）
５
月
に
は
、
カ
ブ
ラ
ル
神

父
に
日
本
布
教
長
職
を
譲
り
、
「
第
２
回
宗

教
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時

は
、
国
内
在
の
大
方
の
神
父
が
、
志
岐
に
集

合
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
志
岐
が
日
本
布

教
の
中
心
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

※

当
時
の
日
本
人
に
よ
っ
て
、
描
か
れ
た
南

蛮
船
の
絵
を
も
と
に
作
図
し
ま
し
た
。
ポ

ル
ト
ガ
ル
で
は
、
ナ
ウ
号
と
呼
び
ま
し

た
。
全
長
30
〜
60
ｍ
、
全
長
と
全
幅
の
比

は
、
３
：
１
、
排
水
量
２
０
０
〜
３
０
０

ｔ
、
３
〜
４
本
の
マ
ス
ト
を
備
え
、
丸
味

を
帯
び
た
船
体
を
し
て
い
ま
す
。

歴
史
を
訪
ね
て

志
岐
城
跡
と
富
岡
城
跡 

〔
第
24
回
〕

文
／
大
田　

幸
博

　
　
（
前
県
立
装
飾
古
墳
館
長
）

て
ん
も
ん

て
き
お
う

い
つ　
わ

な
ん
ば
ん
せ
んは

な
は

し
ゅ　
ぎ

ま
つ　
ら
た
か
の
ぶ

え
い
ろ
く

せ
ん
れ
い

お
お
む
ら
す
み
た
だ

げ
ん　
き

し　

き
し
げ

つ
ね

議
会
報 告

臨時会

　平成26年第23回苓北町議会臨時会が１月29日に、
また、第24回苓北町議会臨時会が２月24日に開か
れ、各会計補正予算や請負契約の変更締結などの議案
が慎重に審議されました。

●平成25年度苓北町一般会計補正予算

●請負契約［苓北町防災行政無線施設デジタル化工
事］の変更締結
　契約の金額
　（変更前）　５，７４４万９，７００円
　（変更後）　５，９５９万６，９１４円
●請負契約［志岐漁港海岸保全施設整備工事（その２）］
の変更締結
　契約の金額
　（変更前）　６，８６７万円
　（変更後）　７，００７万６，７１８円
●請負契約［志岐漁港臨港道路整備工事（その２）］の変
更締結
　契約の金額
　（変更前）　１億３１１万円
　（変更後）　１億３６４万２，９３９円

●請負契約［都呂々港湾改修工事（その２）］の変更締結
　契約の金額
　（変更前）　５，８５９万円
　（変更後）　６，０９２万４２０円
●請負契約［笹尾浄水場基幹整備工事］の変更締結
　契約の金額
　（変更前）　３億３，４９５万円
　（変更後）　３億４，４２１万１，８０５円

●平成 25年度苓北町各会計補正予算  

●請負契約［都呂々港湾改修工事（その１）］の変更締結
　契約の金額
　（変更前）　２億１，２９４万円
　（変更後）　２億１，７５１万９，３８４円
●請負契約［苓北町温泉センター大規模改修工事］の変
更締結
　契約の金額
　（変更前）　８，０６９万２，５００円
　（変更後）　８，２３９万９，８９７円

可決された案件

1月臨時会

可決された案件

2月臨時会

答弁に立つ田嶋町長

会計名

一般会計
（第６号） 51億5,812万2千円 1,472万8千円 51億7,285万円

補正前の額 補  正  額 補正後の額

会計名

一般会計
（第７号） 51億7,285万円 9億2,633万円 60億9,918万円

下水道
特別会計
（第４号）

3億2,321万5千円 1,700万円 3億4,021万5千円

補正前の額 補  正  額 補正後の額

４月１日オープンに向けて大規模改修が進む「麟泉の湯」
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　改修工事のため休館しております麟泉の湯は、
４月１日からリニューアルオープンいたします。
　屋根、内外装も新しくなり、下記のとおり記念
企画も行いますので、この機会に町民皆さま多数
ご来館くださいますようお願いいたします。

苓北町温泉センター 麟泉の湯

４月１日（火）
リニューアル
　  オープン！！

記 念 企 画

１６枚で
５，０００円

１２枚綴り
（回数券） ＝＋ ４枚

（おまけ）

①入浴回数券（大人用）
　通常１２枚入り５，０００円のところを

②４月１日（火）～４月３日（木）はリニューアル記念価格
　大人入館料　５００円を３００円
　※２日（水）は開館し、送迎バスも運行します。
　※大人入館者先着３００人に記念タオル進呈

　※３００冊限り
　※おまけの４枚は平成26年６月16日まで有効

　桜のつぼみも色づき、いよいよ春がやって来まし
た。
　今年度、支援センターを利用しているお母さんた
ちは、布おむつ派が多いようです。おしめチェック
を行って濡れていないときは、まめにトイレに連れ
て行きます。すると、７～８ヵ月の子どもたちが、
トイレでおしっこやうんこをするようになりまし
た。おっぱいや離乳食の後、あるいはお昼寝の後な
どがねらいめで、成功することが多いようですよ。

苓北町子育て支援センター

ふ れ あ い 広 場ふ れ あ い 広 場

参加者が多い日です

みんな揃って記念撮影

カメラ目線でハイポーズ

■開設日時
　毎日開設します。（土、日、祝日除く）
　午前９時30分から午後３時まで
■開設場所および問い合わせ先
　新ふれあい館（社会福祉協議会）　
　☎35－1270

今月の
ちょっと一言

　「洋服やおもちゃ、絵本などみんなで
譲り合うと無駄にならず助かるね」とい
うことです。
　譲り合うと買う物が減り、ゴミ減量や
節約になって良いかもしれませんね。お母さんたちの会話から

食で育む命の応援団「チーム　ぱくぱく」

国照寺保育園（立山先生）
　共通メニューや食育目標に合わせた食題は、食育ノ
ートを通して園と家庭をつなぐ「架け橋」になり、食
を通じて育ちを見守る温かい活動となっています。ま
た、園のぱくぱくの木が、今年もたくさんのコメント
で鈴生りになりました。

坂瀬川保育園（岡部先生）
　共通メニューで新メニューが増え、坂瀬川保育園の
子どもたちの好きな献立も増えました。旬の野菜を使
い健康に良いメニューが苓北町の子どもたち全体に広
がるよう、これからも研究を続けたいと思います。

志岐保育園（小野先生）
　学校や園の献立に「共通メニュー」を表示したこと
で、家庭で「共通メニュー」の話題が出てくる機会が
増えたのではないでしょうか。特に兄弟がいる子は
「同じものを食べる」という喜びを感じることができ
たのではないでしょうか。

富岡保育園（湛先生）
　共通メニューで園の献立もバリエーションが広がり
ました。子どもたちもこの一年間でだんだんと食べる
量も増え、心も体も大きく成長しました。野菜栽培、
収穫、月１回のクッキングを通して、好き嫌いが改善
された子どもも増えてきました。

都呂々保育園（松下先生）
　共通メニューを通し「食べる」ことや「いのち」へ
の関心にもつながる取り組みを行ってきました。楽し
く、美味しく、感謝の気持ちをもって更に「食」への
関心が高まるように、計画し実践していきたいと思い
ます。

宮原保育園　西川先生
　共通メニューを通して「食」への関心が高まり、う
れしく思います。また、野菜の栽培や親子クッキング
などを体験し「食べる楽しさ」も倍増、家庭での会話
も弾んだようです。この取り組みが、子どもたちの健
やかな成長につながることを願います。

学校給食の１年間のまとめ（泉栄養教諭）
　共通した給食のメニューを同じ日に食べるという食
育実践は「苓北町独自」のすばらしい取り組みです。
毎月、行政・保育園・学校が細やかな計画そして協力
をしながら実施しています。
　今後も子どもたちの健やかな成長のために「食」の
すばらしさ、大切さについて伝えていきたいと思いま
す。

行政を含めた一年間のまとめ（吉本栄養士）
　今年度は、町独自の食生活習慣や乳幼児健診での食
の関わり方の情報提供・共有を図りながら、献立・お
やつなどについて協議・研修を実施しました。
　来年度も継続して活動を推進していきますが、各保
育園の給食（食育）担当の先生方の熱心さには頭が下
がると共に、苓北町の子どもたちの将来が良い方向に
向かっているのではないかと思っています。

　子どもの「食」への関心の向上や家庭での食育推進を目的にした月目標や保小中共通ニューを始めて
３年が過ぎました。今後も子どもの食への関心・意欲を高め、家庭や地域に「乳幼児時期からの食の重要
性」が伝わる食育の架け橋となれるように“食の応援団”としてサポートさせていただきます。下記に今
年度の活動をまとめましたのでご覧ください。

一年間の活動のまとめ

保育園・学校連携　共通メニュー

「第８回食育コンテスト」優秀賞受賞 国照寺保育園　立山久美子先生

　３月１日、NPO法人キッズエクスプレス２１が主催す
る「第８回食育コンテスト」全国大会で、当園の「食育
活動レポート」が優秀賞を受賞しました。同レポートに
は、①町で取り組んでいる「保・小・中連携メニューの
日」の子どものつぶやきや保護者からのコメントを「み
かんメモ」に綴り「ぱくぱくの木」に実らせたこと。②
共通メニューは町広報紙で全戸に発信され、地域がつな
がって子どもの育ちを見守っていること。③３歳以上児
を対象にした「食育ノート」の実践の３つを主にまとめ
ました。

　今回の受賞は、保護者の皆さまの温かい心に見守ら
れ、たくさんの取り組みができたこと、並びに、子ども
たちの笑顔のために園全体が一体となり、さまざまな食
育の取り組みを行い、みんなで楽しみながら積み重ねた
成果だと思います。今後も、子どもたちが生涯を通して
「食を営む力」の基礎が身につくように、子どもたちと
一緒にさまざまな食育活動・感動体験をしていきたいと
思います。
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教育の研究・実践を論文で披露
第４回苓北町教育論文表彰式

　町内中学校では３月９日、卒業式が行われました。そのう
ち苓北中学校では、４７人の卒業生が小出校長先生から卒業証
書を授与され、思い出の学びやを巣立ちました。
　苓北中は志岐小と富岡小の子どもたちが学ぶ中学校。これ
から卒業生たちは、小学校から９年間苦楽を共にした友人、
中学校で出会い３年間を一緒に過ごした友人と別れ、自分の
夢に向かってそれぞれの道を歩き始めます。
　友との思い出を胸に会場を後にする卒業生の目は、うっす
らと涙を浮かべながらも夢と希望に満ちあふれていました。

　教育の充実と振興を目的に募集した教育論文の表彰式を２
月25日、役場第３委員会室で開催しました。町内小中学校の
教諭を対象に行った教育論文の募集には11点の応募があり、
そのうち７点が入賞。吉田修一教育委員から入賞した７人に
表彰状が手渡されました。受賞者は次のとおりです。
■受賞者（敬称略）
（優秀賞）田中とも子（坂瀬川小）　杉本　新一（富岡小）
　　　　　木場　正敏（富岡小）
（優良賞）宮﨑　智美（都呂々中）　西本　　亮（都呂々中）
（特別賞）小出　廣久（苓北中）　　重田　英浩（苓北中）

思い出を胸に　学びやを巣立つ
苓北中学校卒業式

　子どもの健全育成を目指す公益財団法人日本サッカー協会
の「ＪＦＡこころのプロジェクト・夢の教室」が３月３日、
富岡小学校と坂瀬川小学校で開催されました。今回「夢先
生」として来校されたのは、元ハンドボール日本代表の中川
善雄さん。中川さんはまず、グループで目標を達成するゲー
ムを行い、子どもたちは目的のために協力すること、相手を
思いやるこころやフェアプレー精神を学びました。その後教
室に移動して夢トーク開始。中川さんは、これまでの人生を
夢曲線で描きながら、夢を持つこと、夢を諦めないで努力す
ることの大切さを語りました。

夢先生がやってきた
ＪＦＡこころのプロジェクト・夢の教室

▲中川善雄さん（中央）とゲームを楽しむ子どもたち

　熊本大学が主催する「くまもとものづくりフェア・イン・
苓北」が２月２３日、苓北町体育センターで開催されました。
これは、普段ものづくりの機会が少ない子どもたちにものづ
くりの場を提供しようと、園児や小学生とその保護者を対象
に平成１７年度から県内各地で開催されています。
　今回２回目の参加という塵岡克くん（志岐小２年）は「木
の船をつくるのが一番楽しかった。またつくりたいです」と
大満足の様子。会場にはたくさんの親子が訪れ、県産のスギ
やヒノキで鉛筆立てやくまもんのストラップづくりなどを楽
しみました。

■有効期間
　４月１日～平成２７年３月３１日
■受付期間
　４月１日～平成２６年４月３０日
■受付時間
　土・日・祝日を除く、午前８時３０分～午後５時
■用紙
　Ａ４サイズ・ファイル綴じ有・国土交通省統一様式
に準じたもの
■受付方法　持参・郵送いずれでも可
■提出先
　〒８６３－２５０３
　熊本県天草郡苓北町志岐６６０番地
　苓北町役場　総務課　指名願受付係
■その他
・建設工事申請は、熊本県への電子申請登録の有無に
より、提出書類が違いますので、おまちがいのない
ようご注意ください。
・物品・コンサルタントについても、上記受付期間で
す。
※詳細については、苓北町ホームページに掲載してい
ますのでご覧ください。
■問い合わせ先
　総務課　担当／浦﨑
　☎○内２１０　○町３５－１１１１

みんなで楽しくものづくり
くまもとものづくりフェア・イン・苓北

▲ものづくりに真剣な子どもたち

▲別れの歌を歌う卒業生

▲受賞された皆さん

林田さんご夫婦が
優良賞と特別賞を受賞

　第54回熊本県農業コンクール大会表彰式が２月６日、
熊本テルサ（熊本市）で開催され、林田幸一さん・恭子
さんご夫婦（志岐平山区在住）が経営体部門で優良賞と
特別賞を受賞されました。このコンクールは、自らの農
業経営の改善や地域活動に積極的に取り組む農業者や組
織などを表彰し、農業・農村の振興を図ることを目的に
毎年開催されています。

▲賞状を手にする幸一さん（右）と恭子さん（左）

熊本県農業コンクール大会

苓北を担う子どもたちのために

　ＪＡれいほくレタス部会（高戸義弘会長）は３月５
日、役場を訪問し「町の子どもたちのために使ってくだ
さい」と、安全安心な苓北のレタスを田嶋町長へ手渡し
ました。
　寄贈いただいたシャキッとみずみずしい新鮮なレタス
は、学校給食共同調理場でサラダに調理され、町内小中
学校の給食で提供されました。

▲レタスを田嶋町長（右）に手渡す高戸会長（左）

レタス部会がレタスを寄贈

総　務　課

平成26年度苓北町工事入札参加者
資格審査申請書追加受付を行います

　生ごみ袋は、ごみ袋とも堆肥化されるため、特殊素
材でできています。
　現在、仕入れ価格が高騰し原価割れの状況にありま
す。今後とも適正なごみ処理を行うために、４月１日
の販売から下記のとおり改定いたします。
　なお、可燃、不燃、資源、プラごみ袋については従
来どおりです。
　町民皆さまのご理解をよろしくお願いします。

■問い合わせ先
　水道環境課　担当／山口
　☎○内１４０　○町３９－０００１

水道環境課

４月１日から生ごみ袋の値段が
変わります

種　　類

生 ご み
（大）
生 ご み
（小）

１５０円

１００円

２００円

１５０円

現在価格
（３月31日まで）

改定後価格
（４月１日以降）

なかがわ

よしお

ちりおかかつみ
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牛乳パックでおひなさまをつくりました。
とても可愛くできました♡

国照寺保育園つばきぐみのおともだち

坂瀬川中学校　男女ソフトテニス部 ●部の紹介
　部員５人が一人ひとり
大きな声を出し、少人数
ならではの中身の濃い、
充実した練習ができてい
ます。

●部員から顧問の先生へ
　いつもサポートありが
とうございます。先生方
のおかげで練習ができて
いることに感謝し、これ
からも頑張ります。

●顧問の先生から部員へ
　坂瀬川中最後のソフト
テニス部員としての誇り
を持ち、技術面だけでな
く礼儀を大切にし、人間
力を高めていってくださ
い。

『 目 指 せ 県 大 会！！』

長
谷
川　

鈴 

く
ん

は　

 

せ 

が
わ　
　

 

れ
い『ひ

なまつり』
『ひ

なまつり』

見て！おひなさまがいっぱい
でしょ (^_^)v

部員数：男子３人　女子２人　計５人
顧　問：植嶋 史子 先生　上田 憲子 先生　中本 武蔵 先生

　天草郡市中学校バスケットボール選手権大会で苓北
中学校女子バスケットボール部が優勝し、郡市中学校
の頂点に立ちました。
　今回の優勝にキャプテンの山口夏生さんは「新チー
ムになり初優勝することができました。これも毎日の
練習の成果だと思います。今後もチームワークを高め、
中体連２連覇を目標に一生懸命練習に励み、私たちを
支えてくださっている多くの皆さまに感謝の気持ちを
伝えられるようにがんばりたいと思います。これから
も応援、よろしくお願いします」と優勝の喜びと抱負、
周囲への感謝の気持ちを話してくれました。 笑顔が輝く苓中女子バスケ部の皆さん

苓中女子バスケ部　天草郡市の頂点へ
郡市中学校バスケットボール選手権大会
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心配ごと、悩みごとの
ご相談はご遠慮なくどうぞ

社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより
社会福祉協議会
だより

苓北町で、元気に生き生きと暮らしていらっしゃる
『たっしゃかもん』を紹介します。

輝いています！！

（昭和２年９月23日生まれ）満86歳　白木尾区在住

問問

問問

問問

　　好きな食べものは？
　魚の煮付けが大好きです。人生の宝は健康です。仕事ばして、
腹へって食べる時はなんでん旨かです。

　　好みの女性のタイプは？
　理想的には、敏な人(動きが速い人)です。

　　もし生まれ変わったら？
　やっぱ、農業です。こまんか(小さい)時から、携わってきてい
ますから、生まれ変わっても農業をやってみたいです。昔はす
べて人力でしたが、世の中がだんだん近代化になり、農業も機
械がしてくれるようになりました。人力では、限界があります
が、今は自分のやりようで結果が出てくるので、農業はやり甲
斐があると思います。

　　長生きの秘訣は？
　そうなぁーゆっくり、のんびり毎日ば過ごすことが長生きの秘
訣だと思います。わしどんも(私達も)、あんまりゆっくりして
おられる境遇ではありませんが、ゆっくり、のんびりを心がけ
ています。セッカチにしていたら、歳をとって続くわけなかで
すけん。(笑)

問問
ひ けつ

　昭和2年、白木尾に5人兄弟の長男として生まれ育つ。
柗本家は代々続く専業農家、両親と共に農業に汗を流し
た。昭和29年、縁あって城下のシズエさんと結婚、4人の
子宝に恵まれ60年の歳月が流れた。
　今、柗本家の畑では、レタスの収穫が最終章に突入し
た。9月の種まきから出荷まで、もちろん、86歳と83歳の
夫婦二人だけの共同作業だ。切り取ったレタスはコンテナ
に入れ「いちにのさん」の掛け声と共に二人でレタスカー
に乗せ上げる。さすがに長年、人生を共にしてきた夫婦、
ぴたりと息が合う。愛猫のみーちゃんが時折、畑に姿を見
せ二人の労をねぎらう。切り取ったレタスは不要な葉や根
を取り除き包装した後、箱詰めにし出荷する。「与えられ
た仕事ですけん、頑張らんばと思います。また、来年も元
気であればレタスを作りたいです」と勇さん。レタスが終
わると、柗本家では、いよいよ田植えにむけての準備が始
まる。

「苓北レタス！！  種まきから出荷まで・・・」
No.156

お一人お一人に愛情弁当をお届けしました

会員皆さんの愛情がお弁当に詰められました

祝い金を贈呈する河本会長（左）

勇さん２０歳

レタスの収穫に精を出す
柗本さんご夫婦

　富岡女性の会では、３月２日早朝から富岡公民館に会員の皆さんが集まって、
恒例の愛情弁当作りをしました。今年はひな祭りにあやかって「ちらし寿司、魚
の煮つけ、白和え、卵焼きなど」９品目を皆さんで手際よく調理し、テーブルに並
べると彩りも鮮やかに、春らしい愛情たっぷりの弁当が次々と出来上がりまし
た。早速温かいうちに召し上がっていただきたいと、各地区の会員さんが手分
けして一人暮らしの高齢者の皆さんへお届けしました。事前にハガキでお知ら
せしていましたので、皆さん心待ちにしてくださり「いつもおいしい弁当をあり
がとうございます。」と笑顔で出迎えていただきました。日ごろ、なかなかお話し
する機会が少ない高齢者の皆さんと、談笑しながら愛情弁当を手渡し、皆さん
に喜んでもらえてとてもよかったと会員一同に笑顔が広がりました。

　久しぶりに暖かい日差しに恵まれた２月２３日、平成１１年から始まった
一人暮らしの方への愛情弁当も今年で１６回目を迎えました。会員１５
名で調理開始、今日のメニューは【ちらし寿司、おはぎ、煮しめ、ヨモギ、芋
の天ぷら、アオサの天ぷら、ピーナッツドーフ、卵焼き、酢の物とミニトマト
など・・・】慣れた手つきで次から次へと出来上がっていきます。弁当箱に
彩りよく詰めあわされ最後にかわいいおひな様がついた箸袋を添えて
出来上がりました。「こんにちは、女性の会からお弁当を持ってきまし
た。」と声をかけ、手から手に渡すお弁当に「ありがとう」と感謝の言葉
をいただくと、思わず笑みがこぼれます。嬉しくなる一瞬です。いつまで
もお元気でと願いながら、待っていてくださる次のお宅へ向かいました。

　一人暮らしの高齢者への弁当づくりが富岡地区女性の会と
都呂々地区女性の会でそれぞれ行われ、高齢者のお宅へ手作
り弁当が届けられました。
　愛情たっぷりの手作り弁当を作
った高村政子会長（富岡地区）と
窪井悦子会長（都呂々地区）にそ
の様子を紹介していただきます。

富岡地区女性の会 高村　政子 さん

たか むら まさ こ

都呂々地区女性の会 窪井　悦子 さん

くぼ い えつ こ

　ひとり親家庭で、平成26年度に小学校へ入学
する子どもを養育されている保護者２世帯に
「小学校入学準備金」として、また、平成25年
度に中学校を卒業する子どもを養育されている
保護者16世帯に「中学校卒業祝い金」として、
３月７日に苓北町社会福祉協議会河本会長より
祝い金が手渡されました。

　ひとり親家庭で、平成26年度に小学校へ入学
する子どもを養育されている保護者２世帯に
「小学校入学準備金」として、また、平成25年
度に中学校を卒業する子どもを養育されている
保護者16世帯に「中学校卒業祝い金」として、
３月７日に苓北町社会福祉協議会河本会長から
祝い金が手渡されました。

ひとり親世帯の新入学児童と

中学校卒業生に祝い金
ひとり親世帯の新入学児童と

中学校卒業生に祝い金

一人暮らしの高齢者へ
愛情込めた弁当づくり

勇の不思議
体験

柗 本 　 勇さん

まつ いさむもと

第一章　昔、下田と野母崎の間の水平線にだ
んご島がぽっかり浮かんでいたのを何度か見
たことがあります。現実の景色であればあの
島はどこの島なのだろうか？と思います。(謎)

第二章　八人が峠に上半身だけの兵隊さんを
見たことがあります。あれは、小学校に上
がった頃だったと思います。夕暮れ時、500
メートル先にある八人が峠を眺めていると、
正装をした上半身だけの兵隊さんが次々と現
れました。びっくりして両親を呼びに行くと
もう兵隊さんの姿は、ありませんでした。今
思えばその場を離れず最後まで見届ければ、
きっと八人の兵隊さんが現れたのではと今も
確信しています。(怖)

お知らせ：苓北町シルバー人材センターの平成26年度の会員登録は、３月28日で受付を終了します。
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■
募
集
対
象

　

苓
北
町
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、
募
集
内

容
に
定
め
る
資
格
を
有
し
職
務
遂
行
が
で
き

る
人

■
募
集
内
容

・
職
務
内
容

　

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
に
お
い
て
要

指
導
と
な
っ
た
被
保
険
者
の
保
健
指
導
を

行
う　

・
募
集
人
員　

１
人

・
報
酬
額　
　

日
額
８
，
１
０
０
円

・
試
験
項
目　

面
接
試
験

・
応
募
資
格

　

管
理
栄
養
士
、
栄
養
士
、
保
健
師
、
看
護

師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

■
任
用
期
間
お
よ
び
勤
務
形
態

・
任
用
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間

・
出
勤
日
数　

１
カ
月
15
日
程
度

・
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

■
受
付
期
間

　

３
月
24
日（
月
）か
ら
３
月
28
日（
金
）の
午

前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

■
申
込
方
法

　

履
歴
書〔
日
本
工
業
規
格（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
）様
式
〕

に
３
カ
月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真
を
添
付

し
て
、
福
祉
保
健
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

■
選
考
面
接

　

日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
後
日
申
込
者
に

通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
保
健
課　

担
当
／
永
野

　

☎
○内
１
４
２　

○町
39
―
０
０
０
２

　

町
内
学
校
で
勤
務
し
て
い
た
だ
く
特
別
支

援
教
育
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　

１
人
程
度

■
募
集
資
格

　

小
中
学
校
の
教
員
免
許
ま
た
は
特
別
支
援

学
校
の
教
員
免
許
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
し
、
意
欲
を
も
っ
て
業
務
を
遂
行
で
き

る
人
。

■
任
用
期
間

　

平
成
26
年
４
月
１
日

　
　
　
　
　

〜
平
成
27
年
３
月
31
日

■
勤
務
時
間　

　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝
日
、
年
末
年

始
を
除
く
）　

週
28
時
間
45
分

特
別
支
援
教
育
支
援
員

（
非
常
勤
職
員
）を
募
集
し
ま
す

教
育
委
員
会

公
表
し
ま
す

石
炭
灰
加
工
品
実
証
工
事
の

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
企
画
政
策
課

里
山
の
保
全
管
理
に

取
り
組
み
ま
せ
ん
か

農
林
水
産
課

後
期
高
齢
保
健
指
導
員

（
非
常
勤
嘱
託
職
員
）を
募
集
し
ま
す

福
祉
保
健
課

５
月
か
ら
苓
北
町
の

健
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

福
祉
保
健
課

　

※
夏
休
み
な
ど
の
長
期
休
業
日
の
勤
務
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
報
酬　

日
額　

６
，
０
０
０
円

■
応
募
方
法

・
募
集
期
間

　

３
月
24
日（
月
）〜
３
月
31
日（
月
）

・
提
出
書
類

　

市
販
の
履
歴
書（
必
要
事
項
記
入
）、
資
格

が
証
明
で
き
る
書
類
の
写
し

・
提
出
先　

苓
北
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　

苓
北
町
志
岐
６
６
０
番
地

　

※
郵
送
ま
た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法

　

個
人
面
接
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
面
接
場

所
お
よ
び
時
間
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

担
当
／
野
田

　

☎
○内
４
０
２　

○町
35
―
２
１
１
１

　

内
田
工
業
団
地
内
で
実
施
し
た
石
炭
灰
加

工
品
を
利
用
し
た
実
証
工
事
に
係
る
、
平
成

26
年
２
月
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ（
検
査
）結
果

は
、
全
て
の
検
査
項
目
で
基
準
値
内
で
し

た
。
平
成
17
年
４
月
か
ら
今
回
ま
で
、
全
て

基
準
値
内
で
あ
り
安
全
で
す
。

　

詳
し
い
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
デ
ー
タ
は
、
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
企

画
政
策
課
内
で
結
果
の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w
w
.reihoku-kum

am
oto.jp/

■
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
政
策
課　

担
当
／
吉
村

　

☎
○内
２
１
３　

○町
39
―
０
０
０
４

  

山
村
で
は
過
疎
化
な
ど
で
森
林
の
手
入
れ

が
行
き
届
か
な
く
な
り
、
森
林
が
持
つ
多
面

的
機
能
の
発
揮
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

  

こ
の
た
め
、
里
山
林
の
保
全
管
理
や
山
村

活
性
化
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
森
林
・
山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策

事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

  

今
回
、
平
成
26
年
度
か
ら
左
記
事
業
に
取

り
組
む
活
動
組
織
を
募
集
し
ま
す
。

  

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
事
業
期
間

　

３
年
間（
平
成
26
年
度
〜
28
年
度
）

■
事
業
内
容　

  

３
人
以
上
で
構
成
す
る
活
動
組
織
が
実
施

す
る
取
り
組
み
に
対
し
て
交
付
金
が
交
付
さ

れ
ま
す
。
地
域
の
自
治
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な

ど
が
単
独
で
実
施
も
で
き
ま
す
。

■
取
組
内
容

　

竹
、
雑
草
木
の
伐
採
・
搬
出
・
処
理
、
植

栽
、
播
種
、
施
肥
、
炭
焼
き
、
し
い
た
け
原

木
の
伐
採
・
搬
出
加
工
、
刈
払
機
・
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
な
ど
の
資
機
材
の
購
入
な
ど

■
募
集
期
限　

４
月
14
日（
月
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
水
産
課　

担
当
／
酒
井

　

☎
○内
１
１
８　

○町
39
―
０
０
０
０

職　　　種 就業場所 年  齢人  数 賃　金（単位:円） 求人番号 職　　　種 就業場所 年  齢人  数

当直係（ホテル）

森林整備員

正看護師

准看護師

介護福祉士

開発スタッフ

看護師

893841

915241

884341

885841

886241

807941

829541

苓北町

〃

〃

〃

〃

〃

〃

18歳以上

不問

不問

不問

不問

不問

不問

150,000～220,000

170,200～170,200

195,000～215,000

159,000～174,000

150,000～163,000

130,000～170,000

175,000～185,000

作業療法士

加工作業員

レジ精算業務

介護職

調理員（ホテル）

生活支援員：介護職

栄養士

728141

700641

689141

657041

638641

618541

593341

苓北町

〃

〃

〃

〃

〃

〃

1

7

2

2

1

1

2

1

1

1

1

2

2

1

不問

不問

不問

不問

40歳以下

45歳以下

不問

187,000～207,000

120,000～120,000

130,000～160,000

141,000～153,000

180,000～430,000

140,000～199,800

157,200～199,800

賃　金（単位:円） 求人番号

求  人  情  報求  人  情  報 【常用一般分抜粋】 ３月７日現在

　

平
成
26
年
度
に
町
の
健
診
を
受
け

る
人
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
．『
公
民
館
健
診
』を
申
し
込
ま
れ

た
人
は
、
５
月
に
健
診
の
案
内

を
し
ま
す
。

２
．『
施
設
が
ん
検
診
』『
国
保
人
間
ド

ッ
ク
』を
申
し
込
ま
れ
た
人
は
、

ご
自
分
で
病
院
へ
予
約
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

３
．『
特
定
健
診
』『
後
期
高
齢
者
健

診
』を
病
院
で
受
け
る
人
は
、
ご

自
分
で
病
院
へ
予
約
し
て
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
の
際
は
【
苓
北
町
の
健
診
を

受
け
ま
す
】
と
伝
え
て
く
だ
さ

い
。
健
康
保
険
証
も
準
備
し
て
予

約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
特
定
健
診
を
受
け
る
人
は
、
事
前

に
問
診
票
を
記
入
し
て
病
院
へ
行

く
と
受
付
が
早
く
で
き
ま
す
。
問

診
票
は
病
院
に
あ
り
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

※
医
療
保
険
証
は
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

※
各
医
療
機
関
で
は
、
健
診
欄
に
○

印
が
付
い
て
い
る
健
診
が
受
け
ら

れ
ま
す
。
○
印
の
付
い
て
い
な
い

健
診
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

猪口医院
苓北クリニック
天草慈恵病院
苓北医師会病院
天草中央総合病院
健康管理センター
天草地域
健診センター
熊本県総合
保健センター
高野病院総合
健診センター
済生会熊本病院
予防医療センター
日赤熊本健康
管理センター

坂瀬川 0969－37－0001
0969－35－1119
0969－37－1730
0969－35－1133

0969－22－0077

0969－24－4166

096－365－2323

096－385－5454

096－351－8155

096－387－6651

富岡
上津深江
富岡

天草市

天草市

熊本市

熊本市

熊本市

熊本市

予約期間
健診期間

４月～１０月
５月～１０月

４月～１２月
５月～１２月

医療機関名 住　所 電話番号 がん検診 国保人間ドック
特定健診

（40歳～74歳）
高齢者の健康診査
（75歳以上）

○
○
○
○

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

○
○
○
○

○

○

－

－

－

－

－
－
○
○

○

○

○

○

○

○

－
－
○

○男性のみ

■問い合わせ先　福祉保健課　担当／瀬形　☎○内１４３　○町３９－０００２
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　父母の離婚、父母の死亡、父母の障がい、未婚
の母など、父または母と生計を同じくしていない
児童の生活の安定と自立を促進するため、児童扶
養手当を支給する制度があります。
■申請方法
　申請者個人の事情により必要とする書類が違い
ますので、必ず受給者本人が福祉保健課で手続き
を行ってください。
■手当支給の対象とならない人
○児童が父母の死亡について支給される公的年金
または遺族補償を受けることができるとき。
○児童が児童福祉施設などに入所したり、里親に
預けられたりしたとき。
○児童が父母に支給される公的年金の加算の対象
となっているとき。
○父母または養育者が公的年金給付を受けること
ができるとき。（老齢福祉年金を除く）
○父母または養育者が婚姻の届出をしなくても、
事実上の婚姻関係（内縁関係など）にあるとき。
■所得の条件
　請求者および扶養義務者などの所得が限度額以
上ある場合は、手当の全部または一部が支給停止
となります。
■手当の額（平成２６年４月分から）
・全部支給　月額４１，０２０円
・一部支給　月額９，６８０円～４１，０１０円
※第２子加算額　５，０００円
　第３子以降加算額　一人につき３，０００円
■問い合わせ先　　福祉保健課　担当／道田
　☎○内109　○町39－0002

児童扶養手当支給制度の
お知らせ

退職(失業)による特例免除制度
　厚生年金に加入していた人が20歳以上60歳未満で退職
（失業）すると、市区町村役場で国民年金の第１号被保険
者になるための手続きを行い、月額15,040円（平成26年
度は15,250円）の保険料を納めることになります。
　一方、保険料を納めることが経済的に困難な方には、申
請によって保険料の納付を免除される制度があります。
　免除制度を利用すると、保険料を納めなくとも、免除
された期間は次のように扱われます。①老齢基礎年金・老
齢厚生年金の受給資格期間の25年に算入されます。②老
齢基礎年金の２分の１の年金額が保障されます。（全額免
除の場合）③障害基礎年金・遺族基礎年金の受給資格期間
に算入されます。
■退職（失業）時の特例免除制度
　また、免除申請する年度またはその前年度に退職（失
業）した人は、特例免除制度を利用できます。この特例免
除では、通常は審査の対象となるご本人の所得の状況を
除外して審査が行われます。ただし、配偶者、世帯主に
一定以上の所得があるときは免除が認められないことが
あります。
■手続き
　特例免除の申請には、住民票のある市区町村役場へ
「国民年金保険料免除申請書」を提出（郵送可）する必要
があります。
　手続きに必要なものは、①年金手帳または納付書など
基礎年金番号がわかるもの、②認め印（本人が署名する場
合は不要）、③失業していることを確認できる公的機関の
証明の写し（雇用保険受給資格者証、離職票等）となって
います。
■被扶養配偶者の人
　厚生年金加入者の20歳以上60未満の被扶養配偶者の人
は、配偶者の退職（失業）によって、国民年金の種別が、
第３号被保険者から第１号被保険者にかわり、保険料の
納付義務が生じます。
　この被扶養配偶者だった人も、配偶者の人が右の退職
（失業）時の特例免除に該当すれば、同時に免除申請をす
ることによって、免除が認められることになっています。
　なお、免除された期間については、10年以内に「追
納」をして、老齢基礎年金の年金額を増やすこともでき
ます。
　免除制度と追納制度の詳細については下記までご相談
ください。
■問い合わせ先
　税務住民課　担当／規矩　☎○内 106　○町 39－0002
　本渡年金事務所　☎24－2154

●交通事故発生状況
　苓北町では２月末日現在、１件の交通事故（負傷者
１人）が発生。天草署管内では19件（負傷者25人）が
発生しています。

温泉プール

麟泉の湯
１６日（水）

毎週水曜日

休館日のお知らせ休館日のお知らせ 4月

き　く

福祉保健課

■開催日時
　４月18日（金）・19日（土）　午後７時～
■場所　苓北町体育センター
■参加条件
　１チーム５人で申し込みください。
　※男女混合でも申し込みできます。
■申込締め切り　４月10日（木）
■申し込み・問い合わせ先
　同級生ミニバレー大会
　実行委員会　吉田美恵子
　☎35―０６５３

・弔　慰
　町政関係者に対する香典、供花などに係る経費
・見　舞
　町政関係者の病気、災害などの見舞いに係る経費
・御　祝
　記念行事、式典、祝賀会などに際しての祝いに係る経費
・賛　助
　各種大会、新聞などの特別企画などで公益性のあるも
　のへの賛助
・接　遇
　来客、町政関係者との懇談などに係る経費
・会　費
　円滑な町政運営に資する会議、会合、研修会への参加
　に係る経費
・みやげ・記念品
　来客、町政関係者へのみやげ、記念品などに係る経費
・その他
　上記の区分に掲げるもの以外に係る経費

用 語 解 説

　町長交際費とは、
町長が円滑な行政運
営を図るために町を
代表して行う外部と
の交際に要する経費
です。クリーンな行
政運営を目指す苓北
町では、町長交際費
を毎月公表します。

金　額
（平成2６年２月支出分）

区　分
弔　慰
見　舞
御　祝
賛　助
接　遇
会　費
みやげ・記念品
その他
２月計

件数 
０件
０件
０件
０件
０件
０件
１件
０件
１件

0円
0円
0円
0円
0円
0円

３，７００円
0円

３，７００円

■問い合わせ先　役場総務課　☎○内２０７　○町35－1111

《新生活運動の推進》

こせきの

まど　
こせきの

まど　
こせきの

まど　
「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」「お返しは廃止し、お礼状を送りましょう」

２月
受付分

（敬称略）

初　行・麻　理
竜　樹・由利子
英　雄・亜　美
慎　也・亜樹奈

●お悔やみ申し上げます （敬称略）

（敬称略）

子どもの急な病気の相談に応じます

　■受付日時　毎日、午後７時～午前０時
　■☎♯８０００番（ダイヤル回線、ＩＰ電話、光電話から

は☎０９６－３６４－９９９９）

　区  名　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　保　護　者

城　下　　鳴海　結依（ゆい）
城　下　　上村　夢咲（ゆな）
三丁目　　後藤　雄貴（ゆうき）
四丁目　　岡野　未奈（みゆな）

　区  名　　　夫　氏　名    　　 　区　名　　　妻　氏　名

本　郷　若松　祐一　　長崎市　髙木　弘美
松　野　福田　陽平　　　鶴　　林　はるひ

　区  名　　 　 　氏　　名　　      　年齢

明神山　　時田　マツ　　94歳
紺屋町　　鶴田ヨシエ　　82歳
元　袋　　田中　實市　　82歳
尾　越　　稲尾　重髙　　87歳
三丁目　　江﨑　康夫　　83歳
四丁目　　山田　一幸　　81歳
新　町　　平井　榮夫　　82歳
出来町　　宅島　　勝　　87歳
小　松　　小﨑　　悟　　99歳
　浜　　　光田　政士　　97歳
松　野　　福田　三郎　　84歳

 
●社協寄付（２月受付分）
岡村　　久さん　井上アサ子さん
田尻　寿夫さん　髙道　修二さん
平井喜代子さん　福田フミエさん
道田　純治さん　宅島　早苗さん
時田　政明さん　池嵜　福義さん
田中セツヨさん　小﨑　典生さん
●広報れいほく郵送料寄付（Ｈ26.２.14～Ｈ26.３.13）
渡辺　正史さん（神奈川県）池崎喜八郎さん（鹿児島県）
田嶋　國雄さん（神奈川県）溝上　智徳さん（大阪府）
福山　　康さん（東京都）榎本　恵理さん（東京都）
福田　末美さん（埼玉県）渡辺　英孝さん（奈良県）
濱崎　金満さん（兵庫県）廣田　功宏さん（愛知県）

福祉保健課休日当番医4月
４月６日（日）
４月13日（日）

４月20日（日）
４月27日（日）
４月29日（火・祝）

☎37-1111
☎37-1111
☎37-0001
☎37-1111
☎35-1133
☎37-1111

慈恵病院
慈恵病院
猪口医院
慈恵病院
医師会病院
慈恵病院

（内科）
（外科）
（小・内）

（整形外科）
（内科）

（内・整・リハ・泌）
※休日当番医は３月14日現在の予定です。本紙発行後に変更
になる場合があります。

町内同級生ミニバレー大会実行委員会

第1４回町内同級生
ミニバレー大会参加チー

ム
募集
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